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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、2022年８月12日に公表しました2023年３月期第２四半期

（累計）及び通期連結業績予想を下記のとおり修正することといたしましたので、お知らせいた

します。 

記 
 

１.2023年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2022年９月30日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰

属 す る 

四 半 期 純 利 益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

22,736 
百万円 

1,639 
百万円 

1,638 
百万円 

1,103 
円 銭 

93.38 

今回修正予想（Ｂ） 22,025 2,625 2,650 1,810 153.24 

増減額（Ｂ－Ａ） △711 986 1,012 707  

増減率（％） △3.1 60.2 61.8 64.1  

（ご参考）前期第２四

半期実績（2022年３月

期第２四半期） 
16,239 1,406 1,421 956 81.03 

 

２．2023年３月期通期連結業績予想数値の修正（2022年４月１日～2023年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に帰

属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

50,019 
百万円 

4,642 
百万円 

4,640 
百万円 

3,173 
円 銭 

268.73 

今回修正予想（Ｂ） 50,500 6,390 6,410 4,410 373.30 

増減額（Ｂ－Ａ） 481 1,748 1,770 1,237  

増減率（％） 1.0 37.7 38.1 39.0  

（ご参考）前期実績

（2022年３月期） 43,100 4,423 4,441 3,114 263.89 

（注）決算期変更について・・・前連結会計年度より、決算期を２月末日から３月31日に変更して

おり、決算期変更の経過期間である前連結会計年度における上記の「第２四半期実績」の会計



 

 

期間は2021年３月１日から2021年８月31日までの６ヵ月間であり、また、上記の「前期実績」

の会計期間は2021年３月１日から2022年３月31日までの13ヵ月間であります。 

 

３．業績予想修正の理由 

 （１）2023年３月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正理由 

2023年３月期第２四半期連結累計期間は、ＢＰＯ関連事業部門において、地方自治体を

中心に積極的な営業活動を展開した結果、地方自治体及び大手ＢＰＯ事業者等からのスポ

ット案件を含むＢＰＯ請負案件の受注が順調に推移し、また、製造系人材サービス事業に

おいても既存及び新規取引先からの受注が順調に推移しました。一方で、ＣＲＭ関連事業

部門及び一般事務事業部門は、派遣業務を中心に受注量増加を予想していましたが、予想

していた受注量には及びませんでした。これらの結果、2023年３月期第２四半期連結累計

期間の売上高は、上記のとおり前回予想(上記１.2023年３月期第２四半期(累計)連結業績

予想数値の修正「前回発表予想（Ａ）」)より711百万円減少(3.1％減)する見込みでありま

す。 

また、利益面では、ＢＰＯ関連事業部門を始めとする事務系人材サービス事業及び製造

系人材サービス事業の売上高の増加並びにＢＰＯ請負案件の収益性が良好であったこと

に加え、登録者募集費や採用費等経費の効率的運用及び節減に努めたことなどから、第２

四半期連結累計期間の営業利益は上記のとおり前回予想より986百万円増加(60.2％増)す

る見込みであります。また、経常利益は同様の理由から同1,012百万円増加(61.8％増)、親

会社株主に帰属する四半期純利益は同707百万円増加(64.1％増)する見込みであります。 

 
 （２）2023年３月期通期連結業績予想数値の修正理由 

2023年３月期通期連結業績予想につきましては、当第２四半期までに受注したスポット

案件を含む新規ＢＰＯ請負案件の多くが当期末まで継続される見込みであり、また、当第

３四半期でのＢＰＯスポット請負案件の受注及び既存ＢＰＯ請負案件の延長などが見込ま

れることなどから、2023年３月期通期連結の売上高は、上記のとおり前回予想(上記２．

2023年３月期通期連結業績予想数値の修正「前回発表予想（Ａ）」)より481百万円増加(1.0％

増)する見込みであります。 

また、利益面では、引き続き良好な売上総利益率が見込まれることから、2023年３月期

通期連結累計期間の営業利益は上記のとおり前回予想より1,748百万円増加(37.7％増)、

経常利益は同1,770百万円増加(38.1％増)、親会社株主に帰属する当期純利益は同1,237百

万円増加(39.0％増)する見込みであります。 

 

 

（注）上記業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


